
α＝0°

P

ω=56°（くさび土圧が最大となる角度）

1.349

上載荷重q=10kN/m2

2
.
0
0

Ｗ

R

φ=30°

P：主働土圧合力

R：すべり面に対する反力

Ｗ＝（1/2×2.00m×1.349m）×19kN/m3 ＋ 10kN/m2×1.349
＝ 25.631 ＋ 13.490 m
＝ 39.121kN/m

＜背面土定数＞
単位体積重量 γt＝19kN/m3
せん断抵抗角 φ ＝30°

δ=2/3φ=20°

P＝
Ｗ・sin（ω－φ）

COS（ω-δ-φ）

＝
39.121・sin（56－30）

COS（56-20-30）

＝ 17.244 kN/m

擁壁の土圧計算式と安定計算式について 

                             ○基礎設計室  渡部聖 

１．はじめに 

  擁壁の設計において、擁壁が抑える背面土圧の算出方法として、道路土工指針では試行くさ

び法が用いられることとなっている。試行くさび法は擁壁背面の想定すべり面を変化させて、

最も主働土圧が大きくなる想定すべり面と擁壁背面とで構成される土塊についての主働土圧を

算出するものである。擁壁はその主働土圧の水平成分と鉛直成分から安定計算をおこなう過程

となっている。本発表はその試行くさび法の計算式（下図の赤線で囲んだ式）と安定計算の計

算式を紐解く内容とした。 

 

出典：「道路土工 擁壁工指針 平成 22 年 4月 日本道路協会」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．安定計算の概要 

  本発表では下記の条件の重力式擁壁についての試行くさび法の土圧算出および安定計算をお

こなうこととした。使用する設計モデルと土圧力 P は下記の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



P

上載荷重q=10kN/m2

2
.
0
0

P：主働土圧合力

＜背面土定数＞
単位体積重量 γt＝19kN/m3
せん断抵抗角 φ ＝30°

δ=20°

20°

土圧力の水平成分

P 土圧力の鉛直成分

＜水平成分（Ph）の算出＞

Ph＝P×cosδ
＝17.244×cos20°
＝16.204kN/m

＜鉛直成分（Pv）の算出＞

Pv＝P×sinδ
＝17.244×sin20°
＝5.898kN/m

H
/
3
＝

2
.
0
/
3

①滑動の検討

→ 擁壁が滑らないか？

→ 擁壁底面の摩擦と粘

着力の抵抗はOK？

②転倒の検討

→ 擁壁が転ばないか？

→ 荷重合力重心位置が底版内

に十分収まっているか？

③支持の検討

→ 擁壁が沈まないか？

→ 擁壁底面の地盤は十

分な反発力があるか？

（粘着力を設計で考慮する

ケースは殆どない）

 

 

 

 上記で算出した土圧力Pの水平成分と鉛直成分の力を所定の位置（H/3の位置）に作用させたモデル（下図

参照）で安定計算の検討をおこなう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上記のモデルを使用して、安定計算として、下記の３つの検討をおこなう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．おわりに 

  今現在、電算技術が発達して、設計計算書は電算ソフトで、図面は CAD で作成している。作

業時間は短縮されたり、メールを通じてデータのやり取りが出来たりと大きなメリットがある

一方、技術者に必要な感覚的判断力が薄れていく傾向にもあると感じている。たまには時間を

とって、設計計算書の計算式を紐解くことや、鉛筆を手に取り、図面検討することも大事では

ないかと思う。計算書の計算式の内容が理解出来て、図面を手書きで検討することによって、

技術的な感覚が得られるようになれば、仕事が楽しくなるはずである。 


